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創
立
60
周
年
に
あ
た
っ
て
発
表

し
た
10
ヵ
年
計
画
は
、
国
連
の
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
ｓ
）

が
達
成
期
限
と
し
て
い
る
2
0
3

0
年
と
期
間
が
重
な
っ
て
お
り
、

そ
の
達
成
に
向
け
た
貢
献
も
目
指

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

オ
イ
ス
カ
が
実
現
し
た
い
未
来

と
し
て
掲
げ
る
「
人
々
が
さ
ま
ざ

ま
な
違
い
を
乗
り
越
え
て
共
存
し
、

自
然
と
調
和
し
て
生
き
る
世
界
」

を
持
続
可
能
な
形
で
築
く
た
め
、  

社
会
課
題
解
決
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
E
B
S
（
自
然
を
守
り
育
み
、  

そ
の
力
を
活
用
し
た
取
り
組
み
）

と
B
B
S
（
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ク
タ
ー

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
）
の
2
つ
の
柱

を
中
心
に
活
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
計
画
の
一
部
を
、
数
値
目
標

を
加
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈2021～2030年度〉
自然と調和して生きる世界

2030年
10年後のありたい姿

●地球環境の保全・再生、温暖化防
　止への貢献

●自然災害のリスクや被害の軽減
　に貢献

●国や民族、宗教などの違いを理
　解し、共に助け合う社会づくりへ
　の貢献

●SDGｓ達成に向けた行動の促進、
　パートナーシップの推進に貢献

❸持続可能な地域開発事業の実施
地域の課題やニーズに応じた緑化や環境教育、循環型有機農業などの
社会開発等の実施

❷共に生きる社会づくりのための技能実習生の受け入れ
技能実習制度の目的である「各国の産業発展へ貢献し得る人材を育てる
こと」を基本とし、日本と出身国を結ぶ懸け橋となることを目指し、実習生、
日本社会、出身国社会すべてに恩恵がある受け入れ体制を確立

❹持続可能な農業研修の推進と普及
国内３ヵ所の研修センターでの、海外研修生への有機農業･環境･食を
テーマとした研修を通じ、帰国後、各事業の推進役となる人材を育成

特集

❸持続可能な地域開発事業の実施

10年で　　　    名を育成300
中部日本（愛知県）・四国（香川県）・西日本（福岡県）の各研修センターで実施する研
修に、各国から10年で300名を受け入れ、帰国後にそれぞれの国で進む取り組みを
担う人材となるよう育成します。また、食の安心安全へのニーズに応える農作物生
産・加工・販売の6次産業モデルを学べる質の高い研修を目指し、研修生が経費を
自己負担で参加する仕組みを構築していきます。

❷共に生きる社会づくりのための技能実習生の受け入れ

10年で      　　　    名の受け入れ3,500
オイスカは、技能実習生の受け入れ事業を、「実習者・日本社会・出身国社会それぞ
れにとって恩恵をもたらす互恵的国際協力」と位置付けて取り組んでいます。入国前
後に最長4ヵ月の基礎研修で日本語、日本文化、規律、作法など日本社会で活躍でき
る基礎を学び、実習中も定期巡回をして心のケアをするオイスカ流の受け入れと、同
業他社との明確な違いを主張し、事業のブランド化も図り、10年で延べ3,500名の
受け入れを目指します。
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コロナ禍で学校に行けなくても家庭や地域での植林を進めるな
ど、地域の状況やニーズに合わせ、柔軟な対応ができるのが「子
供の森」計画の強みの一つ

オイスカ10ヵ年計画 
Vision
実現したい未来

人々がさまざまな違いを乗り越えて共存し、 

2021年

SDGs「行動の10年」

地球規模課題

重点活動

●地球環境の劣化
●地球温暖化
●多発する自然災害
●生物多様性の減少
●食の安全への脅威
●若者の農業離れ
●農村部の過疎化
●貧困層の拡大
●環境教育、SDGs教育の遅れ
●社会の分断と対立

●パートナーシップの強化

２
つ
の
社
会
課
題
解
決
ア
プ
ロ
ー
チ

❶モデル緑化事業の推進
蓄積した技術とアイデアで緑化を推進。国際機関や現地政府･NGO等
への波及を狙い、情報発信、連携力を強化

自然を守り育み、その力を活用した取り組み

❷青少年との地域課題への取り組み（「子供の森」計画）
学校での緑化を通じた環境教育に加え、地域課題解決への取り組みを強
化。モデル活動を見出し、世界各地のプログラム参加校へノウハウを発信

❶ソーシャルビジネスの推進
日本と世界を結ぶオイスカの人的ネットワークを活かしたソーシャル
ビジネス連携の展開

EBS（Eco-System based Solution）

ビジネスセクターとのパートナーシップとソーシャルビジネス
BBS（Business based Solution）

BE the SOLUTION!

❶モデル緑化事業の推進

10年で　　　  　　　　haの緑化50,000
オイスカがこれまでの経験から確立してきた技術やノウハウを広く提供し、さまざまな
セクターと連携を図りながら50,000haの緑化を目指します。成長した森が防災・減災
の機能、いわゆるEco-DRRとしての役目を果たすよう管理を続けていきます。

現在、累計37の国と地域、5,343校に活動が広がる「子供の森」計画。学校を拠点
とした緑化や環境教育に加え、防災・減災や安全な食の確保、水の保全などといっ
た地域ごとの課題に対し、EBSを主軸としたアプローチで自ら行動できる青少年
や指導者の育成を促進。効果的な運営を図るため、重点国を定めながらも、モデル
活動の波及効果により、10年間で青少年50万人を巻き込み、新規に参加する国
を5ヵ国増やすことを目指します。

❷青少年との地域課題への取り組み（「子供の森」計画）

10年で累計　　　万人の参加50

※特に力を入れていくウズベキスタンの沙漠緑化プロジェクトについては次ページにて紹介
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ア
ラ
ル
海
の
緑
化
の
こ
れ
ま
で

今
後
の
展
望

国
・
大
学
・
オ
イ
ス
カ
と
の

協
働
が
始
動

干上がった湖底の平均Phは9
という、極度の塩分濃度。しか
し、灌木であるサクサウール
は自生しており、マングローブ
同様、葉から塩分を出すこと
で樹木内の塩分濃度を調節
していると考えられています。
対象地は年平均降水量が
100㎜以下ですが、湖底とい
うこともあり土壌湿度が高い
こと、さらに冬に降雨（雪）が
あるため、春の発芽、樹木の
生長が可能です。また、湖底
の土は粒子が非常に細かい
ため、風が吹くと種の上に土
壌が被り、発芽しやすい条件
を作り出すことから、苗でなく
種を播く方法でも発芽・活着
が期待できます。

ここがポイント！

　

か
つ
て
、
世
界
第
4
位
の
大
き

さ
を
誇
る
湖
だ
っ
た
「
ア
ラ
ル
海
」。

　

中
央
ア
ジ
ア
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
ま
た
が
る

そ
の
湖
は
、
現
在
で
は
、
面
積
が

5
分
の
1
以
下
に
ま
で
縮
小
し
、  

干
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
面
積
は
約

5
4
0
万
ha
（
九
州
地
方
の
約
1
・

2
倍
）。
原
因
は
、
綿
花
栽
培
に

よ
る
過
剰
な
灌
漑
や
温
暖
化
に
よ

る
気
温
上
昇
な
ど
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
湖
底
の
土
壌
は
、
塩
分
濃

度
が
高
く
、
粒
子
が
非
常
に
細
か

い
沈
泥
土
壌
（
シ
ル
ト
）
で
、
風

が
吹
く
と
す
ぐ
に
舞
い
上
が
り
砂

嵐
を
発
生
さ
せ
や
す
い
性
質
で
す
。

頻
発
す
る
白
い
砂
嵐
は
、
周
辺
住

民
数
十
万
人
に
健
康
被
害
を
及
ぼ

し
、
心
肺
系
・
血
液
系
の
疾
患
が

風
土
病
と
し
て
蔓
延
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
（
以
下
、
U
Z
）

政
府
林
業
局
も
緑
化
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
沙
漠
化
の
進
行

を
食
い
止
め
る
規
模
で
植
林
を
展

開
す
る
だ
け
の
資
金
確
保
が
で
き

ず
に
い
ま
し
た
。

　

2
0
1
4
年
、
U
Z
政
府
や
現

地
の
研
究
者
が
、
中
国
・
内
モ
ン

ゴ
ル
の
オ
イ
ス
カ
阿
拉
善
砂
漠
生

態
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
冨
樫

智
所
長
の
取
り
組
み
に
注
目
。
内

モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
高
価
な
漢
方
薬

の
原
料
と
な
る
ニ
ク
ジ
ュ
ヨ
ウ
を

人
工
的
に
灌
木
の
根
に
寄
生
さ
せ

る
方
法
を
開
発
し
た
こ
と
で
、
住

民
が
現
金
収
入
を
得
な
が
ら
、
主

体
的
に
植
林
に
参
画
す
る
よ
う
に

な
り
、
緑
化
の
拡
大
に
成
功
し
て

い
ま
し
た
。
ニ
ク
ジ
ュ
ヨ
ウ
の
栽

培
を
し
な
が
ら
の
植
林
が

軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
っ
た

2
0
0
9
年
、
中
国
政
府

林
業
局
が
オ
イ
ス
カ
方
式

を
採
用
。
オ
イ
ス
カ
が
20

年
か
け
て
2
0
0
0
ha
に

植
林
し
た
の
に
対
し
、  
政

府
は
単
年
度
（
18
年
度
実

績
）だ
け
で
17
・
5
万
ha

の
植
林
を
実
施
す
る
な
ど
、

飛
躍
的
に
緑
化
が
進
み
、  

住
民
の
生
計
向
上
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
知
っ
た
U
Z

政
府
は
、
オ
イ
ス
カ
方
式
の
採
用

を
希
望
、
連
携
へ
の
道
を
探
り
始

め
ま
し
た
。

　

14
年
か
ら
冨
樫
所
長
が
内
モ
ン

ゴ
ル
か
ら
U
Z
に
通
い
、
調
査
を

開
始
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
探
し

や
試
験
的
な
植
林
な
ど
を
繰
り
返

す
間
、
日
本
か
ら
は
オ
イ
ス
カ
愛

知
県
支
部
光
岡
保
之
会
長
が
代
表

を
務
め
る
グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ス
ロ
ッ

ツ
が
支
援
を
続
け
て
き
ま
し
た
。  

ま
た
、
林
野
庁
か
ら
の
受
託
事
業

と
し
て
ニ
ク
ジ
ュ
ヨ
ウ
市
場
を
調

査
し
、
状
況
把
握
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
20
年
、
U
Z
政
府
、

カ
ラ
カ
ル
パ
ク
ス
タ
ン
農
業
大
学
、

オ
イ
ス
カ
と
の
協
働
に
よ
り
、
ア

ラ
ル
海
湖
底
で
の
試
験
的
緑
化
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

2
〜
3
年
か
け
て
ア
ラ
ル
海
湖

底
で
1
0
0
ha
の
試
験
的
植
林
を

行
っ
た
後
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
移

行
し
ま
す
。

■
第
1
フ
ェ
ー
ズ　

モ
デ
ル
緑
化

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
植
林
と
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
播
種
で
1
千
ha
を
緑

化
。
ニ
ク
ジ
ュ
ヨ
ウ
の
人
工
寄
生
、

土
壌
の
肥
沃
化
に
も
取
り
組
む
。

■
第
2
フ
ェ
ー
ズ　

本
格
緑
化

面
積
を
4
万
ha
に
拡
大
し
、
本
格

緑
化
を
展
開
。

■
第
3
フ
ェ
ー
ズ　

広
域
緑
化

10
ヵ
年
計
画
終
了
後
に
向
け
、
政

府
な
ど
へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
移
管
。

政
府
を
中
心
に
協
働
で
1
0
0
万

ha
規
模
の
緑
化
を
目
指
し
、
風
土

病
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

サ
ポ
ー
ト
。

取り組み事例

ウズベキスタンの沙漠緑化プロジェクト  10ヵ年計画

10年で　　　  　　　　haの沙漠を緑化40,000
ドローン播種や漢方薬となる生薬栽培などを掛け合わせ、アラル海湖底を緑に！
日本のプレゼンスを高める、大きな意義のある壮大なプロジェクトを目指します。
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オイスカ10ヵ年計画〈2021～2030年度〉特集

人々がさまざまな違いを乗り越えて共存し、
自然と調和して生きる世界
私たちが目指すのは、それぞれの民族が対立することな
く、共に助け合い、人間は、母なる地球のいのちの循環
の一部であることを認識し、いのちの源である太陽や水、
空気や土が永く未来にわたって守られ、すべてのいのち
が健やかに生きる世界です。

私たちは、すべてのいのちが健やかに守られるよう、
感謝の心を持つ「人」を育み、いのちの土台となる森づくりや、
共に助け合う社会づくりに取り組みます
私たちは、人間も母なる地球のいのちの循環の一部であることを認識し、すべてのいのち
が生き生きと輝き、健やかに守られるよう、「感謝」の心を持つ「人」を育み、水や土、植物
や動物、人間の生活の土台となる森づくりや、あらゆる困難を共に乗り越え、助け合う
社会づくりに取り組みます。

互いを理解し尊重
オイスカの活動の基本は、それぞれの民族が持つ歴史や文化、宗教などの違いを理解し
尊重する相互理解、相互尊重の精神を土台に据えた“相互協力”です。その上で技術を
伝えなければ、技術という種は、決してその地に根を張ることはありません。

土から離れない
大自然の摂理に基づく土づくりから始まる環境保全型農業を通じて「人」を育み、農村開
発などの実践を通して大地の恵みの尊さ、自然と共に生きることの大切さを共有します。
大地の恵みに感謝する心は、農業に限らずすべての行動に共通しています。

感謝の心を持ち、へこたれない「人」を育む
人間が大自然の中で生かされている存在だと自覚し、すべてに感謝し、恩返しをする心を
養い、何事にもへこたれない「人」を育んでいきます。 単なるノウハウや技術の伝達に
とどまらず、共につながり合うことで、苦難にもへこたれない心が育ちます。

地域に根差し、住民の｢良くしたい｣を尊重
課題に向き合い、解決に向けて立ち上がろう、一歩を踏み出そうという意思に寄り添い、
よく話し合いながら、その土地の実情に合った方法で、手を携えて地域づくり、国づくり
を進めることがオイスカのモットーです。

❶先を展望する想像力を持つ
❷着実に一歩ずつ積み重ねる
❸仲間とともにチーム力を発揮する
❹挑戦し続ける
❺経験から学び進化する
❻感謝の心を持つ
❼真 である
❽へこたれない
❾人間味にあふれ、楽しみながら！

公益財団法人オイスカの

理 念 体 系 Vision
実現したい
未来

Mission
日々果たすべき
使命・存在意義

Value
私たちが大切に
していること

Spirit
Visionを達成する
ために、私たち
一人ひとりが日々
実践する
心のあり方
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イベントのキャッチコピー
「BE the SOLUTION!」は、
私のアイデアが採用されました！
マリア・グラゼン・アセリット
（啓発普及部主任）

言葉一つの使い方も悩みに悩み、
何度も原稿を書き直して当日に
臨みました。イベント後、ある方から
「森本レオかと思った！」
と言われました（笑）

長宏行
（海外事業部調査研究担当部長）

当日は舞台袖で映像を映す
担当でした。一瞬たりとも気が抜けず、
大変でした。開始前、舞台に置く
椅子やマイクの位置にテープを貼る
チームがテキパキ動いていました。
“バミリ隊長”の長野さん、
カッコよかったです！
倉本有沙（広報室）

60周年記念国際シンポジウム〈レポート〉

～世界課題の解決に風穴をあける～
2021年10月6日に東京都内で開催した60周年記念国際シンポジウム。
これまで節目ごとに開催してきた記念式典とは、全く違う演出がなされました。
スタッフが企画から当日の運営まで手づくりで築き上げた行事の
舞台裏をお見せしつつ、当日の様子をレポートいたします！

「アップル社のスティーブ・ジョブズ
氏のプレゼンテーション、あるいは
アメリカのTEDカンファレンスの
ような演出で発表したい」
あるスタッフのそんなひとことか
ら、シンポジウムの冒頭の発表部
分は「TED」と呼んで準備を進めて
きました。
当日14時の開演と同時にステージ
が暗転。スポットライトの中に浮か
び上がった長部長が「世界は急激
に変化しつつあります」と語り出し
ました。主催者挨拶も来賓紹介も
ない、「TED」でのスタートとなり
ました。

舞台裏では……

BE the SOLUTION!



トークセッションでは、法人会員
の企業・団体による取り組み事
例と、個人会員のオイスカ活動
への関わり方の事例を紹介。
労使で国内外のオイスカ活動を
支援している住友化学労働組合、
技能実習生をこれまで100名以
上受け入れているトヨタファー
ム、オイスカ・ミャンマーと連携し
た農産物生産事業を展開してい
る全笑の代表者が登壇し、それ
ぞれの取り組みを紹介。
また、「海岸林再生プロジェクト」
のボランティアとして、年間2千
人のボランティア受け入れの対
応に当たっている宮城県支部会
員の大槻壽夫さんが活動への思
いを語りました

*
*
*
*
*

*
*
*
*
*

　

気
候
変
動
な
ど
へ
の
対
応
と
し
て

「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
」
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
8
年
の
名
取

市
で
の
E
c
o
‐
D
R
R
（
生
態
系

を
活
用
し
た
防
災
・
減
災
）
研
修
を

皮
切
り
に
、
国
内
外
の
仲
間
と
共
に

議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
10
年
、
海
岸
林
の
再
生
に
助

言
を
い
た
だ
い
て
い
る
太
田
猛
彦
東

京
大
学
名
誉
教
授
（
財
団
顧
問
）
は
、

「
オ
イ
ス
カ
は
60
年
前
か
ら
S
D
G

ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
次
の
10
年

は
大
胆
に
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

で
モ
ノ
を
考
え
よ
」
と
強
く
背
中
を

押
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
及
第
点

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
今
の
私
た
ち

の
全
力
を
尽
く
し
て
表
現
し
た
つ
も

り
で
す
。
聴
講
く
だ
さ
っ
た
識
者
の

方
々
か
ら
お
聞
き
し
た
コ
メ
ン
ト
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎「
S
D
G
ｓ
が
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
軽
く
扱
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
感
じ
る
が
、
真
髄
を
知

っ
て
も
ら
い
、
重
く
受
け
止
め
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
の
も
オ
イ
ス
カ
の
役

目
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
E
B
S

と
B
B
S
は
マ
ッ
チ
し
た
戦
略
。
他

団
体
と
は
異
な
る
、
唯
一
無
二
の

N
G
O
だ
と
感
じ
た
」

◎「
企
業
人
3
人
の
ス
ピ
ー
チ
に
感

動
し
た
。
特
に
技
能
実
習
に
つ
い
て
、

制
度
が
始
ま
る
は
る
か
前
か
ら
海
外

の
青
年
に
養
豚
の
技
術
指
導
を
し
て

き
た
ト
ヨ
タ
フ
ァ
ー
ム
鋤
柄
代
表
の

話
で
、
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
。

実
習
生
の
実
像
を
多
く
の
市
民
は
知

ら
な
い
が
、
オ
イ
ス
カ
は
知
っ
て
い

る
。
こ
う
い
う
発
表
の
機
会
を
全
国

で
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
日
本
で
働
く

外
国
人
へ
の
印
象
が
変
わ
り
、
仲
良

く
助
け
合
う
関
係
を
築
け
る
よ
う
に

な
る
と
思
う
。『
日
本
で
働
い
て
く
れ

て
、
あ
り
が
と
う
』
と
言
え
る
日
本

人
で
あ
り
た
い
と
感
じ
た
」

◎「
ま
っ
す
ぐ
な
団
体
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
が
、
内
部
の
葛
藤
を
も

っ
と
出
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
オ
イ
ス
カ
の
生
き
方
は
重
く
、

責
任
も
重
い
。
今
後
も
貫
い
て
ほ
し

い
」

◎「
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
明
言
し
た

こ
と
に
一
番
共
感
し
た
。
N
G
O
で

も
そ
の
よ
う
な
考
え
方
が
で
き
る
ん

だ
と
、
新
鮮
で
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

っ
た
。
長
期
計
画
は
誤
差
が
出
る
も

の
。
修
正
を
重
ね
て
い
け
ば
よ
い
」

　

以
後
も
現
場
第
一
主
義
で
、
実
行

あ
る
の
み
。
一
歩
ず
つ
努
力
を
重
ね

ま
す
。
へ
こ
た
れ
ま
せ
ん
。

特別キャンペーンも
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国内研修センターの畑からの
恵みのほか、国内外の森づくりなどの
取り組み中で生まれた産品をお届け

しようと、期間限定で注文を受け付けました。
たくさんの方にお申し込みいただくことが
できました。ご注文くださった皆さん、

ありがとうございました！
野木麻美（啓発普及部主任）

オイスカは本当に多くの会員・
支援者・ボランティアの皆さんに
支えられていることをお伝えできたと
思いますし、私自身、そうした皆さんの
思いに触れることができ、これまで以上に
責任をもって仕事に取り組んでいこう

という気持ちになりました。
大垣直哉（海外事業部）

60
周
年
記
念
行
事
を
終
え
てG

S
M
担
当
部
長　

吉
田
俊
通
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ば
ん
き
ょ
う  

き    

い
つ

あ
な
な
い

―
長
く
準
備
に
時
間
を
か
け
て

い
た
だ
い
た
「
ま
こ
と
の
ち
か
ら
」

（
以
下
、
著
書
）
が
よ
う
や
く
出

版
を
迎
え
た
。
ご
苦
労
も
多
か
っ

た
の
で
は
？

　

10
年
ぐ
ら
い
前
に
財
団
の
中
野

利
弘
顧
問
か
ら
創
立
者
中
野
與
之

助
翁
が
広
く
世
の
中
に
伝
え
よ
う

と
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
も
ら
い

た
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま

っ
た
。
個
人
的
に
も
中
野
與
之
助

（
以
下
、
中
野
）
と
い
う
人
物
に

は
興
味
を
持
っ
て
い
た
が
、
本
が

出
版
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

ど
う
取
り
掛
か
っ
て
い
い
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
あ
る
時
、
オ
イ
ス

カ
の
設
立
母
体
で
あ
る
国
際
文
化

交
友
会
が
運
営
す
る
月
光
天
文
台

を
訪
れ
た
際
に
、
中
野
が
書
い
た

と
い
う
本
を
見
つ
け
た
こ
と
で
道

が
開
け
た
気
が
し
た
。『
霊
界
か
ら

見
た
宇
宙
』
と
『
宇
宙
大
精
神
』

の
全
13
巻
。
た
だ
、
中
野
の
著
作

と
は
言
い
な
が
ら
も
実
際
に
は
口

述
筆
記
と
思
わ
れ
、
主
語
が
明
確

で
な
い
文
章
な
ど
も
多
く
、
す
べ

て
読
破
し
た
も
の
の
理
解
に
は
い

た
ら
ず
、  

2
回
目
を
読
み
終
え
て

よ
う
や
く
少
し
分
か
り
始
め
た
と

い
う
感
じ
だ
っ
た
。

―
中
野
が
育
っ
た
時
代
背
景
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
を
興

味
深
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
た

　

中
野
と
い
う
人
は
時
代
と
愚
直

な
ま
で
に
向
き
合
っ
た
生
き
方
を

し
て
き
た
と
感
じ
る
。
中
野
に
関

す
る
著
述
で
は
、
岩
と
い
う
子
分

の
言
葉
で
一
念
発
起
し
た
件
が
必

ず
出
て
く
る
が
、  

実
際
に
は
そ
れ

が
直
接
の
原
因
で
は
な
い
と
思
う
。

著
書
に
も
書
い
た
が
、
明
治
20
年

生
ま
れ
と
い
う
の
が
一
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
。
著
書
で
言
及
し
た
同
年

生
ま
れ
の
生
き
方
に
共
通
す
る
の

は
、
戦
争
を
い
く
つ
も
体
験
し
、  

戦
中
・
戦
後
が
ど
う
い
う
も
の
か

を
一
番
知
っ
て
い
て
、
そ
し
て
、  

先
の
戦
争
に
大
き
な
責
任
を
痛
感

し
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。
軍
人

は
自
裁
す
る
こ
と
で
責
任
を
取
ろ

う
と
し
た
し
、
政
治
家
や
思
想
家

た
ち
の
そ
の
後
の
生
き
方
に
「
な

ぜ
日
本
は
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
へ

の
解
答
が
あ
り
、
そ
の
中
に
中
野

も
生
き
て
き
た
。
オ
イ
ス
カ
を
作

る
土
台
に
も
そ
れ
が
あ
っ
た
。
そ

れ
と
、
中
野
が
育
っ
た
の
が
「
焼

津
」
と
い
う
土
地
だ
っ
た
こ
と
も

重
要
な
点
。
外
に
出
て
い
こ
う
と

か
海
外
と
の
結
び
つ
き
と
い
っ
た

意
識
が
こ
こ
で
育
ま
れ
た
こ
と
と

も
重
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
ず

る
。

　

中
野
は
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

三
五
教
と
い
う
宗
教
団
体
を
立
ち

上
げ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
が
オ
イ

ス
カ
の
母
体
で
あ
る
か
の
よ
う
に

思
わ
れ
、
オ
イ
ス
カ
も
宗
教
団
体

だ
と
疑
い
の
目
を
向
け
ら
れ
る
こ

と
も
多
い
よ
う
に
思
う
が
、
そ
も

そ
も
世
の
中
の
人
が
考
え
る
「
宗

教
」
は
中
野
に
言
わ
せ
れ
ば
宗
教

で
は
な
い
。
中
野
に
と
っ
て
の
宗

教
と
は
宇
宙
の
仕
組
み
を
解
く
こ

と
で
し
か
な
い
。
万
教
帰
一
し
、  

世
界
平
和
を
作
る
の
が
中
野
の
理

想
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
あ
の
貧
し

い
時
代
に
海
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

宗
教
家
を
集
め
、
8
回
も
の
国
際

会
議
を
開
い
て
い
る
。
た
だ
、
自

分
の
主
義
主
張
の
正
し
さ
ば
か
り

を
説
く
人
々
の
姿
を
見
て
、
こ
の

人
た
ち
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

と
感
じ
た
。
宗
教
家
と
称
す
る
人

た
ち
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
い
や
ら
し

さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
た
の
だ
と

思
う
。
そ
こ
で
大
転
換
を
図
る
こ

と
に
な
っ
た
。
宗
教
家
を
変
え
る

こ
と
で
世
界
を
変
え
る
の
は
不
可

能
だ
と
考
え
て
、
一
般
人
が
力
を

合
わ
せ
て
世
の
中
を
変
え
て
い
く

こ
と
を
求
め
た
。
そ
れ
が
オ
イ
ス

カ
に
結
び
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
。

だ
か
ら
オ
イ
ス
カ
を
立
ち
上
げ
て
、

最
初
に
や
っ
た
活
動
も
単
な
る
援

助
、
つ
ま
り
富
め
る
者
が
貧
し
い

者
を
助
け
る
と
い
う
発
想
で
は
な

か
っ
た
。
田
舎
で
農
業
を
営
む
ご

く
普
通
の
お
じ
さ
ん
た
ち
を
イ
ン

ド
に
派
遣
し
て
、
ご
く
普
通
に
現

地
の
人
と
一
緒
に
農
作
業
で
汗
を

流
し
な
が
ら
、
共
に
助
け
合
っ
て
、

お
互
い
に
意
思
が
通
じ
合
う
こ
と

ま
こ
と
の
ち
か
ら

中
野
與
之
助
の
生
涯
と
オ
イ
ス
カ
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愛知県立大学名誉教授。
（公財）オイスカ理事。1947年、山梨
県生まれ。香港中文大学新亜研
究所、中央大学大学院博士課程
を修了後、外務省専門調査員と
して在タイ日本大使館に勤務。愛
知県立大学、愛知大学の教授を
歴任し、現在に至る。中国関連の
著書・論文多数。

樋泉克夫（ひいずみ・かつお）
書籍概要／購入のご案内

「まことのちから　中野與之助の生涯とオイスカ」
四六判上製・本文296頁／定価  2,200円＋税
出版社　清流出版　

オイスカの全国支部、Amazonで
ご購入いただけます
お問合わせ：（公財）オイスカ　広報室  oisca@oisca.org

「宇宙大精神」「霊界から見た宇宙」のほかにも膨大な資料から中野の思想を掘り起こした
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で
、
世
の
中
が
安
穏
に
な
っ
て
い

く
と
い
う
実
践
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
働
き

を
通
し
て
、
中
野
は
自
分
の
考
え

を
伝
え
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
は

な
い
か
。

―
こ
の
著
書
は
、
時
に
難
解
と

も
思
え
る
創
立
者
の
考
え
を
翻
訳

し
た
も
の
と
考
え
て
も
よ
い
か

　

ま
さ
に
そ
の
仕
事
を
し
た
と
思

っ
て
い
る
。
間
を
と
り
も
つ
こ
と

は
と
て
も
大
事
な
こ
と
。
著
書
の

中
で
も
解
説
し
た
が
、
三
五
教
の

「
あ
な
な
い
」
も
「
結
び
つ
け
る
」

と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
縄

を
「
な
う
」
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
か
も
し
れ
な
い
。
私
の
出
身
の

山
梨
で
は
畑
を
「
な
う
」
と
い
う

が
、
こ
れ
は
土
と
肥
料
と
空
気
と

を
混
ぜ
合
わ
せ
て
い
く
か
ら
「
な

う
」
と
い
う
ん
だ
と
気
が
つ
い
た
。

中
野
の
考
え
と
人
と
を
結
び
つ
け

る
行
動
は
、
オ
イ
ス
カ
の
外
に
い

る
人
間
の
仕
事
か
も
し
れ
な
い
。  

そ
れ
よ
り
も
ま
ず
、
オ
イ
ス
カ
の

中
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
に
は
も
っ
と

学
ん
で
も
ら
い
た
い
。
中
野
は
人

間
の
体
は
地
球
だ
と
言
っ
て
い
る
。

抽
象
的
な
説
明
し
か
な
く
、
最
初

は
な
ん
と
ア
ホ
な
こ
と
を
、
と
思

っ
た
が
、
最
近
の
研
究
で
は
人
間

の
体
の
成
分
と
宇
宙
の
成
分
が
同

じ
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き

て
い
る
。
中
野
は
人
間
の
体
は
小

さ
な
宇
宙
だ
と
も
言
っ
て
い
て
、  

そ
う
し
た
考
え
は
、
最
新
の
宇
宙

に
対
す
る
考
え
に
沿
っ
て
い
る
と

思
え
る
。  

そ
の
こ
と
を
オ
イ
ス
カ

の
ス
タ
ッ
フ
は
よ
く
理
解
し
て
、  

前
面
に
出
し
て
訴
え
て
い
く
べ
き
。

C
O
P
26
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
話
し

合
い
が
な
さ
れ
た
が
、
み
ん
な
自

分
の
体
の
外
の
こ
と
を
話
し
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
地
球
が
直
面
し

て
い
る
こ
と
を
、
自
分
の
体
の
中

に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
考

え
た
ら
も
っ
と
真
剣
に
な
る
は
ず
。

環
境
問
題
と
い
う
の
は
、
自
分
が

熱
を
出
し
て
い
て
、
指
が
痛
く
て

骨
が
折
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

し
、
そ
の
ま
ま
壊
死
し
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。

　

60
年
以
上
前
に
、
宇
宙
と
地
球

と
人
間
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
発

想
に
立
っ
て
中
野
が
考
え
て
い
た

こ
と
を
理
解
す
る
の
は
難
し
い
が
、

そ
の
生
き
方
を
学
ぶ
こ
と
で
考
え

方
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
文
字
で
追
体
験
す

る
こ
と
で
多
く
の
人
が
中
野
の
生

き
方
、
そ
し
て
思
想
へ
の
理
解
を

深
め
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
し
、
そ
の
助
け
に
な
る
よ
う
、  

講
演
会
な
ど
を
全
国
で
展
開
し
て

い
き
た
い
。

昨
年
12
月
、公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
の
理
事
を
務
め
る
樋
泉
克
夫
氏
が
一
冊
の
本
を
上
梓
し
た
。

中
野
與
之
助
翁
が
歩
ん
だ
人
生
を
、そ
の
時
代
背
景
と
共
に
た
ど
り
、翁
の
思
想
を
紐
解
い
て
い
る
。

い
か
に
し
て
オ
イ
ス
カ
が
誕
生
し
た
の
か
。ま
た
、オ
イ
ス
カ
の
あ
る
べ
き
姿
を
問
う『
ま
こ
と
の
ち
か
ら
』。

著
者
で
あ
る
樋
泉
克
夫
氏
に
話
を
聞
い
た
。


